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EndNote basicの機能
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EndNote basicの機能

EndNote basicトップページ

入門ガイドを非表示
にすると、すべての
マイレファレンスが
表示されます。

see

How to Use : 
EndNote basic

検索

see

How to Use : 
EndNote basic
保存と共有
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P.37～
☞Word上のツールバー(Cite While You 
Write)を使わずに、参考文献リストをフォー
マットする方式です。
WordとEndNoteのアドイン連動がうまく動作
しなかったり、Wordがフリーズする場合、
このFormat Paper 機能を代用します。

P.4～
☞Wordで論文を執筆しながら参考文献を挿入したり

り、

、

引用文献のスタイル設定を行ったりすることができ
ます。

▶p.18～ 論文を書き直し、引用文献の番号を振りなおす
▶p.22～ 参考文献を編集する

P.32～
☞EndNote Basicのグループ内の文献データ

を対象に文献リストを作成し、原稿に張り付
ける方法です。

EndNote basicの機能
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CWYWプラグイン
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➊
➊ ←OR→

CWYWプラグイン
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CWYWプラグイン

インストールガイドとシステム要件を確認し、
CWYWプラグインをダウンロードする

➋
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➌

CWYWプラグインのインストールが完了したら、
WordにEndNoteタブが追加されます。

CWYWプラグイン
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CWYWプラグイン

サインインが完了するとツールバーが表示され、
EndNote basicのアカウントとリンクします。

一度サインインを行うと、次回以降はWord起動時に
自動的にEndNote basicへリンクされます。
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⒈ ⒉ ⒊ ⒋

⒌
⒍

⒎

⒏
⒐

⒈Insert Citation: 引用文献の挿入
⒉Go to EndNote Online: EndNote Onlineへのリンク
⒊Edit Citation(s): 引用文献の編集
⒋Style: 書誌スタイル
⒌Update Citations and Bibliography: 引用文献と参考文献を更新する
⒍Convert Citations and Bibliography: 引用文献と参考文献を変換する
⒎Export to EndNote: EndNoteへエクスポートする
⒏Preferences: 優先順位のカスタマイズ
⒐EndNote Help:EndNote ヘルプ

CWYWプラグイン
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➎

引用文献の書誌スタイルを選択する
※例としてVancouverを使用しますが、実際には投稿する

雑誌の規定にあったスタイルを選択してください。

CWYWプラグイン
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➏

引用をしたい部分にカーソルを合わせる。

CWYWプラグイン
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➐

CWYWプラグイン

引用したい文献を選ぶには
『Insert Citation』をクリック



13

CWYWプラグイン

➑ ➒

検索語を入力

マイレファレンスが表示されるので、
引用したい文献を選択。

書誌情報に含まれる言葉でも
検索できます。
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CWYWプラグイン

➓

日本語文献の引用をする場合、検索結果にヒットしない場合があります。
⇒事前にレコードの編集からResearch Note等にキーワード（半角英数字）
を追加しておくことで、検索結果が表示されます。

EndNote basic①検索 p.16を参照

引用したい文献のレコードを選択
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⓫

CWYWプラグイン
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CWYWプラグイン

引用した文献がWordの文末に
表示されます
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完成
CWYWプラグイン
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▶論文を書き直し、
引用文献の番号を振りなおす場合
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論文修正前 論文修正後

文献を書き直して、引用箇所の順番も変わったから
引用文献リストの順番も変える必要がある。

CWYWプラグイン
▶論文を書き直し、引用文献の番号を振りなおす場合
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➊

CWYWプラグイン
▶論文を書き直し、引用文献の番号を振りなおす場合
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変更前 変更後

番号が自動的に振りなおされ、
引用文献リストも番号順に並び変わります。

完成

CWYWプラグイン
▶論文を書き直し、引用文献の番号を振りなおす場合
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▶参考文献を編集したい場合



23

➊

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合
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削除・挿入したい引用文献の編集内容を
プルダウンで選択する

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

➋
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CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

引用文献の削除
⇒p26

引用文献の挿入
⇒p28
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引用文献を削除する場合

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

➌

➍

Back SpaceキーやDeleteキーで
EndNoteの出力部分を削除すると、
正常に削除されず、Wordファイルに

異常をもたらすことがあります。
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変更前 変更後

引用文献の件数が減り、番号も振りなおされます。

完成

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合
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引用文献を挿入する場合

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

➍

➌
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➏

※ダブルクリックでも追加可能です。

➎

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

新しく追加したい引用文献を選択
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CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合

➑

同じ個所に複数の文献を
引用する場合、優先順位
を選択できます。
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変更前 変更後

引用文献の件数が増え、番号も振りなおされます。

完成

CWYWプラグイン
▶参考文献を編集したい場合
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フォーマットした書誌事項を作成
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➊

➊

←OR→

フォーマットした書誌事項を作成
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フォーマットした書誌事項を作成

➋
➌
➍

➎

グループを選択

グループ分けしていない場合、インポートした
データはすべて[未整理]に振り分けられます。

TXT (plain text file) を選択

投稿先の雑誌の規定に合わせたスタイルを選択

よく使う書誌スタイルを、お気に入り（マイリスト）に
登録しておくと便利です。 登録方法⇒P36
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➏文献リストのプレビューが指定したスタイルで表示されます。
これをコピーしWordなどに張り付け、活用することが可能です。

フォーマットした書誌事項を作成

完成
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『お気に入りを選択』をクリックするとこのような画面が開き
ます

よく使うスタイルを選択し、『マイリストにコピー』をクリック
Ctrlキーを押しながら選択すると複数選択ができます。

右側のマイリストに2⃣ で登録したスタイルが表示されます
登録が完了したら、『非表示』をクリック

1⃣

2⃣

3⃣

4⃣

書誌スタイルを選択すると、2⃣ で選択したスタイルのみ表
示されるようになります。

削除したい場合は、
マイリストから削除
したいスタイルを選
択し、『マイリストか
ら削除』をクリック

フォーマットした書誌事項を作成
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論文をフォーマット
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論文をフォーマット

➊論文を用意
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論文をフォーマット

➋

レファレンス情報を入力

ライブラリレファレンスの種類 仮引用レイアウト

ある著者のレファレンスが1つの場合 {著者の名字,出版年}

同じ著者かつ同じ出版年の文献が複数引用
されている場合

{著者の名字,タイトル}

同じ個所に複数の文献を引用する場合 {第一著者の名字;第二著者の名字,出版年}

ある年の著者が匿名の場合 {,出版年}

出版年は限定せず著者が匿名の場合 {,出版年,タイトル}

レファレンス情報の書き方

引用文献がEndNoteにインポートされてい
ない場合、エラーの原因となります。
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➌リッチテキスト形式（RTF）で保存

論文をフォーマット



➍

41

論文をフォーマット

➍ ←OR→
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➐

論文をフォーマット

➎
➏

➌で保存したデータを選択

投稿先の雑誌の規定に合わせたスタイルを選択

☑をいれると・・・ファイル中の参照できなかった文献（Unmatched citations)と、
あいまいな引用（Ambiguous citations）は無視されます。

☑をはずすと・・・ドキュメントをフォーマットするために、参照できなかった文献
（Unmatched citations)と、あいまいな引用（Ambiguous citations）
を修正する必要があります。
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論文をフォーマット

Unmatched citationsを修正するには・・・
・｛ ｝を半角に直す。
・{ の前と、} の後ろに半角スペースを入れる。
・文書中の不要スペースを削除する。
・引用の挿入箇所以外で { } を使用している。（数式・化学式や、チャート等）

→『一致しなかった引用を無視する』に☑を入れ、データを強制的に作成する。
・著者名、出版年などに入力ミスがある場合、正しく修正する。

Ambiguous citationsを修正するには・・・
・条件にあったレコードが複数存在し、選べなかったときにAmbiguous citationsとして

カウントされます。
→条件を細かく設定する。

（p39の【レファレンス情報の書き方】を参考に修正する）

➑

引用文献3件全てが、EndNoteに登録
されているレファレンスと一致しました。

不一致、あいまいな引用文献としてエラーが起きた場合

保存先を指定したい場合は、🔽をクリックし
『名前を付けて保存』から保存先を指定してください。



ｖ
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引用箇所にVancouverの書誌スタイルで数字が表示され、
レファレンスの項目に引用文献リストが表示されます。

論文をフォーマット

完成


